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「認知心理学」ということばには，ちょっと難しそうな響きがあるかもしれ

ません。大学で認知心理学の授業を担当するようになって 20年足らず経ちま

したが，当初も今も，必ず「認知とは，認知心理学とは何か」という話から始

めることにしています。多くの学生にとって，認知や認知心理学ということば

は，あまりピンとこないようです。

本書の副題にもあるように，「認知」は，「認識」とほぼ同義と考えてくださ

い。つまり，認知心理学は，人間がものごとを認識するしくみを科学的に明ら

かにする学問です。「知のしくみ」の科学であり，人の「賢さと愚かさ」につ

いての心理学ということができます。

認知心理学は，「認知症」の心理学ではありません。認知症とは，認知機能

が障害を起こした状態です。その意味で，認知心理学は認知症と深い関係があ

りますが，認知症患者の臨床的なケアを扱ったりするわけではありません。認

知症によって，「認知」という語の認知度は間違いなく高くなりましたが，そ

の代わり，最近の講義では，まずは認知心理学と認知症の関係から説明する必

要が出てきました。認知症ということばは，2004年にそれまでの「痴呆症」

に替わるものとして定められた行政・医学用語です。実は，心理学関係の 4学

会は，この名称が不明確であるとして，「認知失調症」という対案を提案した

のですが，残念ながら，この用語が広まることはありませんでした。

本書は，はじめて認知心理学を学ぶ大学生を対象に書かれています。心理学

を専門とする学生はもちろん，哲学や言語学や工学や医学などの他領域の学生

にも読んでもらえるよう，いくつかの工夫をしました。第 10章で紹介するよ

うに，認知心理学は非常に学際的な学問ですから，できるだけ多くの隣接領域

の方々にも本書を手に取っていただきたいと思っています。本書の特徴は，

とっつきやすく，おもしろく，考えながら読めるという 3点です。以下に詳し

く説明したいと思います。

本書は，第 1に，できるだけ日常や身近なできごととの接点を意識しました。

ともすると，抽象的な記述になって敬遠されがちな内容に，少しでも親しみを
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もってもらえるように努めました。小話仕立ての INTRODUCTIONでは，その

章で紹介されるキーワードを散りばめて（第 1章と第 10章を除く），あらかじ

めイメージをつくってもらうようにしました。また，数式や論理式は，極力使

わないようにし，神経系の話も，生物学の予備知識がなくても読めるようにし

ました。難しい話も，できるだけ易しく書いたつもりです。

第 2に，できるだけおもしろいトピックを，そのおもしろさが伝わるように

書くことを心がけました。本書のようなタイプの本は，基礎的な内容を一通り

網羅しようとして，結果的に事項の平板な紹介に陥りがちになります。そこで，

断片化された項目の紹介にならないように，各章の内容がストーリー性をもつ

ように心がけました。網羅性よりトピック性を重視し，歴史的意義のある話題

より将来的意義のある最新の話題を優先しました。本書で扱うことのできな

かった項目については，ぜひ章末の B o o k g u i d e にある文献を参照してほし

いと思います。

関連して，本書の大きな特徴の 1つは，潜在認知に 1つの章（第 9章）を充

てたことです。認知や認識というと，「意識的に」見たり考えたりするといっ

たことが思い起こされがちですが，私たちの認知の重要な部分（大半？）は，

無意識的に行われているのです。このような研究は，近年ますます重要性が認

識され，影響力を増しています。関連する話題は各章の随所に現れるのですが，

第 9章では，無意識的な認知過程について系統的に紹介しています。

また，認知心理学・認知科学の歴史については，最後の章（第 10章）で紹

介することにしました。歴史の紹介から入るというスタイルは，しばしば用語

や概念の羅列に終始してしまう危険性があります。この思いは，私自身，歴史

が苦手で，そのようなスタイルを退屈に感じてきたという体験に基づいていま

す。生き生きとしたトピックを一通り理解した後で，最後に歴史的な意義を学

びながら内容を振り返ることによって，本当に理解が深まるのではないかと考

えました。

第 3に，知識を詰め込むことを目指すのではなく，体験・体感して，考えな

がら学べるように工夫しました。本書は，ストゥディアというシリーズの 1冊

として，WORKや EXERCISEといったツールを活用した考えるためのしくみを

随所に取り入れています。最初に出版社から本書の企画についてお聞きしたと
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き，「考える力を養う」というストゥディアのコンセプトに深く感銘しました。

知識は，いくらたくさん存在しても，それを使えるように準備されていなけれ

ば，使われることはありません。使われない知識は，存在しないことと同じな

のです。実は，これこそがまさに認知心理学的問題なのです。そういう目で見

直すと，本書のいたるところに関連する話題を見つけることができるでしょう。

自ら考えるという作業を繰り返すことによって，知識が，いわば「揉みほぐ

され」て，有機的なつながりをもち，どんどん活用しやすくなります。そう

いった知識の蓄積と活用を繰り返すことによって，次第に自分なりのものの見

方ができるようになり，批判的な思考も可能になってきます。そうなったらし

めたもので，学習が楽しくなって，さらに先に進みやすくなります。

以上のような本書のコンセプトを共有し具現化するため，私たちは，何度も

頻繁に京都に集まって議論をしました。共著の章（第 1，9，10章）はもちろ

ん，個別担当の章についても，内容について全員で話し合い，執筆後も意見を

交換して修正しました。

私たち著者の願いは，自ら考え，多面的にものごとを見てほしいということ

です。たとえば，近年，急速に発展したネット社会の中では，強いインパクト

をもった情報が瞬時に拡散し，多数の人々に熱狂的に受け入れられることがあ

ります。場合によっては，それが，差別や憎悪を果てしなく増大させることも

あります。しかし，強く信じていた考えも，一歩引いてみると，穴だらけであ

ることに気づくかもしれません。逆に，ある考えが明らかに間違っているよう

に思われても，別の立場から見ると異なる側面が見えてくることもあります。

重大な問題点になかなか気づかないというのも，私たちの認知の特性にほか

なりません。しかし，こうした私たちの認知の「短所」は，知識の蓄積と努力

によって，ある程度は改善できると信じています。それが，認知心理学の意義

のはずであり，また科学教育の使命であるとも思うのです。大げさに聞こえる

かもしれませんが，こういった営みが，本当に人類を幸せにする方向に，少し

ずつでも向かわせるのに役立つと信じています。

2015年盛夏

著者を代表して　服部　雅史　
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「誤り」から見る認知心理学

c h a p t e rp t e r

I N T R O D U C T I O NI N T R O D U C T I O N

「誤り」は，心のしくみについて気づかせてくれることがある。私たち

は，誰もが毎日の生活の中でよく誤りを経験するが，「誤り」と聞くと，

どんなことを思い浮かべるだろうか。

・宿題をやり忘れた

・休日に平日の時刻表を見て家を出て，遅刻しそうになった

・宿題をやらずに読みたい本を読んでしまった

・相手をからかって不快にした

これらは，日常生活の中での誤りとして，筆者が高校生に挙げてもらっ

た事例である。最初の2つは，「こうしよう」という本来の意図と違うこ

とをしてしまった例で，いわば目標達成失敗型である。後の2つは，お

そらくしたいことが複数あって，それらがぶつかり合っている場合で，葛

藤型と呼んでおこう。両者に共通しているのは，自分自身で誤りに気づい

ているということである。第3の型として，潜在型とでも呼ぶべき誤り

がある。「誤り」をしているのに，自分ではそのことに気づいていない場

合である。そのような誤りを知ることが，認知のはたらきを理解する助け

になる。本章では，こういった誤りの典型例を見ながら，認知心理学がど

ういった学問なのかを紹介していきたい。



2　●　cc h a p t e rp t e r  1　「誤り」から見る認知心理学

1　「誤り」とは

私たちは普段，見たり聞いたりしていることに疑問を抱くことなく生活をし

ている。時計を見て時間を確かめ，出かける際に雨が降っていないか確認して

出かける。夢の中でもなければ，それらは確かなことであり，確かであるとい

う前提で行動している。しかし，時折「あれ？（何か変）」と感じることもある。

たとえば，電車に乗って座席に座ってぼんやり窓を見ていると，出発の合図も

ないのに電車が動き出した（？）と思ったら隣の電車が動いていたとか，買っ

た服を家に持ち帰って広げてみたら店で見たときと印象が違うとか……。見誤

りや見間違いもさまざまであるが，中にはいくら間違いだと頭でわかっても，

それを訂正することができない場合がある。以下では，錯視と呼ばれる視覚的

な錯覚の例から見ていこう。

 私たちは機械じゃない

図 1.1を見てほしい。この図をはじめて見た人で，変な図だと思う人はいな

いであろう。しかし，それも Aと Bのマス目が同じ色だと聞くまでではない

だろうか。そう，どう見ても違う明るさにしか見えないこの 2つのマス目が，

実は同じなのである。Aと Bの周囲を覆って隠してみると，そのことがわか

りやすくなるだろう。これは，エイデルソンによるチェッカー・シャドウ錯視

と呼ばれる図である。

このような錯視が起こるのは，「眼」のせいではない。眼の網膜には Aと B

は同じに写っているはずである。問題は「脳の情報処理」である。脳が，同じ

明るさのものを違う明るさに見えるように細工をしているのである。なぜか。

最大の要因は，Bが右側の円柱の陰になっていることと関係がある。私たちは，

対象物が反射する光から対象物の色を推定している。赤い光を反射するものは

赤い色をしており，光をたくさん反射するものは明るい色をしていると考える。

しかし，問題は，対象物に当たる光の量や色が一定でないことである。白いも

のでも，当たる光の量が少なければ反射する光の量は減る。実際，照度を比べ
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れば，直射日光下の黒い紙のほうが暗い室内の白い紙より明るいことがわかる

だろう。つまり，私たちの視覚的認知処理は，対象に当たる光の量と対象その

ものの固有の色を同時に推定するという非常に困難な課題を，無意識のうちに，

瞬時に解決しているのである（明るさの恒常性⇨第 3章 1）。

この課題は，実は数学的には解けない（解が一意に決定しない）問題である。

私たちは，対象物の周囲の情報やさまざまな知識を駆使して最も確からしい解

を探す。Bは陰にあるので，当たる光の量は少ないはずである。それなのに A

と同じ明るさであるのは，本来 Bが Aより明るい（色が白い）からと推定され

る。よって，Bはより白く見えることになる。つまり，Bの明るさが割り増し

されるということである。この図を見たとき，「Bが陰にある」ことを特に意

識しなかったとしても，このような処理が自動的になされる点が重要である。

この錯視は，明るさが同じであるのに違って見えるという意味で，確かに「誤

り」であるが，同時に，視覚情報から対象物の色を知るために不可欠な作業の

結果でもある。私たちは，自分の気づかないうちに，非常に高度な認知処理を

しているのである。「誤り」は，そのことに気づかせてくれる。
図 1.2は別の錯視である。線路の遠方にある灰色の枕木は，手前にある灰色

の横棒と同じ長さだが，手前のものは遠方のものより短く見える。これは，ポ

C H A R TC H A R T 図 1.1 チェッカー・シャドウ錯視

　（出所）　© 1995, E. H. Adelson. （http://persci.mit.edu/gallery/checkershadow）

A

B
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ンゾの錯視（Ponzo illusion）と呼ばれているものの変形である。同じ大きさのも

のは，遠くにあれば小さく，近くにあれば大きく見えることを私たちは経験上

知っている。それゆえ，逆に遠くのものと近くのものが網膜上で同じ大きさで

あれば，近くのものは（実際には）「小さい」ということになる（大きさの恒常性

⇨第 3章 1）。図 1.3は，台の上のシーソーのような部分が傾いて見えるだろう。

横線は実はすべて平行だが，台は右上がりに，シーソーは右下がりに見える。

この印象は強烈で，どんなに努力してもそう見えてしまう。

大きさの錯視（図 1.2）や傾き錯視（図 1.3）は幾何学的錯視と呼ばれるが，

このような錯視は，私たちの知覚や対象認知が「幾何学的」ではないことを教

えてくれる。つまり，明るさの錯視（図 1.1）も含めて，私たちは写真で撮っ

たように，あるいは定規で測ったように外界を見ているのではない。対象を認

識するということは，対象の物理的な要素をそのまま「正確に」捉えることで

はない。対象を状況や環境に合わせて捉える認知のしくみがある。明るさや大

きさや傾きは，視覚対象やその視覚特徴を捉えるための重要な手がかりとなっ

ており，ある条件下ではそれらが「誤り」に導くということである。こうした

誤りが起こる理由を理解するためには，私たちが，見たものをいかに感じ，い

かに対象として捉えるかを知る必要があるのである（⇨第 2章，第 3章）。

 木を見て森も見る

図 1.4は，だまし絵で有名なエッシャーの作品の 1つである。はじめて見る

C H A R TC H A R T 図 1.2 線路の錯視（ポンゾ錯視） C H A R TC H A R T 図 1.3 傾きテーブル錯視
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人は，「不思議な絵だな」く

らいの印象しかもたないかも

しれない。確かに，不思議な

おとぎの世界を描いたような

絵であるが，それもそのはず，

この絵に描かれている世界は

この世のものではない。どう

いうことか。水車の上に滝の

ように流れ落ちる水の行く先

を注意して見てほしい。現実

の世界，少なくとも地球上で

はこのようなこと（水の永久

循環）は起こりえない。はじ

めて見た人は，このことに気

づくのにしばらく時間がか

かったかもしれない。

私たちが見慣れない対象
（もの）を見てそれを理解す

るという過程には，部分の理解の過程と全体の理解の過程があり，（特に対象が

複雑な場合には）その両方が必要である。私たちは，風景や絵画を見たり，家

の中や街中で行動したりしているとき，局所的な（木々を見る）処理と，大域

的な（森を見る）処理の両方を行っているのである。このような異なるレベル

の処理は，自動的に起こる場合もあれば，注意の意図的な切り替えや移動など

を必要とする場合もある（⇨第 3章 2）。図 1.4は局所的レベルでは問題ないが，

大域的レベルで矛盾が生じるように描かれている。通常の風景ではこのような

ことは起こらないので，局所的レベルの整合性が大域的レベルの矛盾に気づく

のを遅らせる。
図 1.5には，一見奇妙な絵画を載せておいた。果物や植物で顔を描く画家の

奇抜なアイデアとテクニックに驚くが，私たちは何もこの絵を顔として見る必

要はない。フルーツの盛り合わせとして見てもよいのだが，どうしても変な顔

C H A R TC H A R T 図 1.4 「滝」

（出所）M.C.エッシャー作（1961年製作）。（M.C. Escher’s “Water-

fall” © 2015 The M.C. Escher Company-The Netherlands. All 

rights reserved.）

よく見ると現実にはありえない絵である
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に見てしまう。これは作者の

思惑通りといえばそれまでだ

が，私たちには対象を顔とし

て捉えやすい特別なバイアス

がある。人間にとって，人の

顔を認識することは特別な意

味をもっていると考えられて

いる（⇨第 3章 1）。

1
□ 1 錯視という「誤り」は脳の自動的な処理の結果によって起こる。
□ 2 対象を見るための処理レベルの違いや，顔のような対象に特有な処理方式が，

「誤り」と関係している。

Q U I C K  R E V I E WQ U I C K  R E V I E W

2　直感の「誤り」

 直感はすごい

理由はわからないが「何となく直感的にわかる」という経験は，多かれ少な

かれ誰もがあるのではないだろうか。瞬時にして鋭い洞察を得るといったこと

である。直感とか，第六感とか，（女の？）勘とか，状況によって違ったことば

で表されるが，こういった説明の難しい卓越した認知機能を私たちはもってい

る。人気のライター，グラッドウェルは，著書『第 1感』（Gladwell, 2005）の冒

頭で印象的な事例を紹介している。それは，1983年に J・ポール・ゲッティ美

C H A R TC H A R T 図 1.5 「ウェルトゥムヌスに扮するルドルフ2世」

（出所）ジュゼッペ・アルチンボルド（1527-1593）作
 （1590年頃製作，スウェーデン・スコークロステル城

収蔵）。

果物や花で肖像画が構成されている。
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術館（米国カリフォルニア州）が購入し

た古代ギリシャのクーロス像とされる

模作品（図1.6）である。高度なハイ

テク技術を使って何日もかけて調査

をしても，何 1つ不審な点は見つか

らなかった。しかし，複数の美術専

門家が，像を一瞬見ただけで「どこ

かがおかしい」と感じたとされてい

る（美術館側は現在も真贋は不明として

いるようである）。

2つめの例は，言語理解である。

1950年代に認知科学と呼ばれる学

問領域が誕生した。それは，心理学

だけでなく，人工知能学や言語学な

どが熱く接する学際的分野となった。

当時，最もインパクトのあったアプ

ローチは，1930年代以降，にわか

に理論化と実用化が進んだコンピュータを使って人間の認知をシミュレートす

る試みである。人間の認知をコンピュータ・プログラムのかたちで書くことが

できれば，あいまいさを含まない理解が可能になったことを意味するからであ

る（⇨第 10章 1）。

1962年に米国イリノイ大学でつくられた STRESSというコンピュータ言語

は，ことばを使って人間と会話することを目指して開発が進められた（Pfeiffer, 

1965）。“Time flies like an arrow”（光陰矢の如し）は，難しい文ではない。あま

りにも意味が明らかなので，この文に複数の意味があることに気づく人は少な

い。しかし，コンピュータは数多くの意味を出力した。たとえば，「時バエは

矢を好む」（“flies”を名詞“fly”の複数形と解釈し，“like”を動詞と解釈する）や

「できる限り素早くハエの飛ぶ速度を測れ」（“time”を動詞と解釈する）といった

ものである。コンピュータ恐るべし，といったところか。いや，驚くべきは，

むしろ私たちの言語処理能力のほうなのである。私たちは，このような解釈が

（出所）J・ポール・ゲッティ美術館のカタログより。タ
イトルは「クーロス（Kouros）」，年代は「紀元前
530年頃，あるいは現代の模作品」とされている。

C H A R TC H A R T 図 1.6 クーロス（Kouros）
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可能であることを，指摘されれば理解できるのに自分で思いつくことはほとん

どない。すなわち，知識はもっているが，文が不適切な解釈にならないように

「余分な」知識を無意識のうちに抑制していると考えられる。ここで難しいの

は，どの知識が余分であるのかは解釈が完了するまでわからない点である。そ

の意味で，これは鶏が先か卵が先かの問題である。このような困難な処理を，

私たちは，やはり瞬時に直感的に成し遂げているのである。

3つめは，熟達したスキルに基づいた直感的な深い洞察の例である。1996年

2月 10日，チェスの世界チャンピオン，ガルリ・カスパロフは，コンピュー

タとの対戦で敗北した（2015年 6月現在，将棋も秒読み段階に入っている）。この

結果は，ついに神聖な人間の知的領域にまでコンピュータが踏み込んでくると

いう脅威を予感させたかもしれない。しかし，ここでも驚くべきは人間の能力

のほうである。コンピュータのやり方は，人間とはまったく異なるものであっ

た。  チェス専用の IBM製スーパー・コンピュータ，ディープ・ブルーが採用

した方法は，いわゆるシラミ潰しに近い方法である。それは，256個のプロ

セッサから成る超並列システムで，1秒間に平均 1億ポジションを読む計算能

力をもち，約 14手先まで読むことができた。さらに，過去 100年間のすべて

の公式試合で使われた序盤のデータベースと，数十億通りの終盤のデータベー

スが組み込まれていた（Khodarkovsky & Shamkovich, 1997）。それに対して，人

間はせいぜい数手先しか読まず，直感でスーパー・コンピュータと互角に張り

合った。これは，膨大な知識やスキルに裏打ちされた直感といえる。このよう

な人間の直感がどのように実現されているかは，まだまったく明らかになって

いないといっても過言ではない。

 しかし，直感は誤る

以上のように，人間の直感はたいへん優れたものであるが，しばしば誤るこ

とも忘れてはならない。たとえば，コインを 5回投げるとき，次の⒜と⒝の

出方のどちらが起こりやすいだろうか。

⒜表表表表表　　　　⒝表裏表表裏

表が出る確率も裏が出る確率も 2分の 1であるから，⒜ も⒝ も確率は

（1/2）5＝1/32である。しかし，同じ種類ばかりが続く⒜のほうが起こりにく
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いと思ってしまう。表ばかりが続くと次こそは裏が出ると思ってしまうのは，

そのためである（⇨第 8章 2：ギャンブラーの錯誤）。このように直感は誤るが，

問題は，大きく，しかも系統的に誤る場合があることである。

40人のクラスで，誕生日が同じ人の組み合わせが 1組以上存在する可能性

はどれくらいだろうか。直感的に答えてもらうと，20％を超える確率を答える

人は少なく，50％以上を答える人はほとんどいない。しかし，答えは約 9 0％

である。この問題の落とし穴は，問われているのが，自分と誕生日が一致する

人がいる確率ではなく，クラスの中で誕生日が一致するペアが存在する確率で

ある点にある。クラス人数が 2倍になれば，自分と誕生日が同じ人の確率も 2

倍になる。しかし，一致ペアの存在確率の増加は急激である（3人のクラスで人

数が 2倍になると確率は 6倍になる）。したがって，人数の増加につれて確率は急

激に 1に近づくことになり，たとえば，55人のクラスでは 99％に達する。

私たちの直感は，直線的な増え方をするものに対してはうまくはたらくが，

こういった急激な増加のしかたをするものにはうまくはたらかない。そのこと

は，次の問題を考えるとわかりやすい。1万円札を 50回折ると厚みはどれく

らいになるだろうか。1万円札の厚みは 1 mmの 10分の 1程度で，1回折ると

厚みが 2倍の 0.2 mm，2回で 4倍の 0.4 mmになる。実際にはせいぜい数回し

か折れないが，理論的に計算することはできる。いかがだろうか。答えは，1

億 km超である。これは，地球から太陽までの距離に匹敵する。

直感は数式を使った計算ではないので，正確でないのはあたりまえであるが，

正解からあまりにも大きくずれると問題になる。特に，系統的にずれる場合に，

そのような誤りが起きる理由を明らかにすることは，私たちの直感のしくみ，

すなわち認知のしくみの解明につながる。こういった推論や判断の誤りについ

ては，主に第 7章と第 8章で紹介する。

 都合よく解釈する

直感的な思考や印象形成は，すばやく効率的に実行されるが，同時に，それ

が誤った信念につながる危険性ももっている。たとえば，いつもと違う消しゴ

ムをもっていったときにテストでよい成績が取れたら，それが自分のラッキー

アイテムになるかもしれない。あるいは，「霊能者」の予言がよく当たること
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心的イメージ　　66

心的回転　　66

心的表象　　193

信　念　　110

信念更新　　141

信念バイアス　　19，135

深部感覚　　37

心理的本質主義　　110

心理物理学　　26

錐　体　　26

錐体視　　27

推　論　　131

スキーマ　　17，85，113

スクリプト　　115

ステレオタイプ　　153

図と地　　51

ストループ効果　　65

スパイク　　202

スポットライト（効果）　　18，58

ズームレンズ　　58

正棄却　　84

制　御　　77

正事例検証　　131

精神障害　　205

生成効果　　85

生態学的心理学　　195

生態学的妥当性　　195

精緻化　　76，83，86

制約緩和　　130

生理的覚醒　　181

宣言的記憶　　81

選　好　　152，160

選好逆転　　152

潜在記憶　　82，171

選　択　　146

選択肢　　160

選択的注意　　57

選択のパラドックス　　163

選択盲　　177

双安定性知覚　　186

騒　音　　36

想起しやすさ　　152



228　●　

相互作用　　195

相貌失認　　56

ソースモニタリング　　98，117

ソースモニタリング仮説　　101

ソマティック・マーカー仮説　　180

損失回避　　147，157

●た　行

大域的処理　　53

体性感覚　　37

体側支配　　35

第 2次ニューロブーム　　200

大　脳　　34

大脳半球　　34

対　比　　31

代表性ヒューリスティック　　154

多義図形　　50，51

妥協効果　　160

他者中心的　　65

多重貯蔵モデル　　73

他人種効果　　55

多属性効用理論　　151

短期記憶　　72

単語完成課題　　171

単純接触効果　　170

チェッカー・シャドウ錯視　　2，52

遅延再生　　84

遅延自由再生テスト　　74

知　覚　　24，46，171，186

知覚学習　　55

知覚的流暢性　　171

知覚の群化　　53

知覚の恒常性　　52

知覚の体制化　　53

知　識　　13，108，110

知識の再構造化　　130

知識の呪縛　　18

チャンク　　76

注　意　　56

注意資源　　57

注意の瞬き　　59

中央実行系　　78

聴　覚　　35

聴覚情景分析　　36

長期記憶　　72

丁度可知差異　　26

直後再生　　84

直後自由再生テスト　　74
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メタ記憶　　117

メタコントラスト・マスキング　　32

メタ認知　　116

メタ認知的活動　　116

メタ認知的知識　　116

盲　視　　173，193

盲　点　　28，29

網　膜　　26

網膜像　　34

目撃証言　　99，119

モダリティ　　35，78

モニタリング　　117

問題解決　　124

●や　行

誘引効果　　160

予期後悔　　164

予測効用　　150

●ら　行

乱文構成課題　　169
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